








Karate,	 the	 Japanese	word	 for	‘empty	hands’,	 is	 a	 Japanese	martial	 art	whose	physical	
aspects	seek	the	development	of	defensive	and	counterattacking	body	movements.	It	has	become	






















1　 A Study of Karate Revival after World War II：Through an Analysis of the ‘SPORT KARATE’ Magazine
2　 Sato Honoka,  Faculty	of	Sport	Culture














































































な状況の中，1946（昭和 21）年 12 月から 1948（昭
和 23）年 7 月までの２年間，雑誌『SPORT	KA-



























1946（昭和 21）年 12 月の「創刊号」から 1948

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 1 巻第 6･7･8 合併号では，「理想的基本鍛錬法
（二）（金城裕）」の項が欠落している 15）．当該ペー
ジでは，	「突き」や「蹴り」の種類が紹介されて
いる．第 2 巻第 1 号では，「護身術的組手の研究
（六）」の項で，実写真が 3 ページにわたり 10 枚，
図が 2 枚（第 45 図から第 56 図）用いられている
が，この最初の 2 ページ（第 45 図から 51 図）が
欠落している．なお，写真そのものは，すでに 2
冊目となる第 1 巻第 2・3 号から使用されている
ことから，	写真そのものの使用が落丁の対象と
なったとは考えられにくい．そして結果的に最終




























































技 ･ 陸上競技 ･ 拳闘 ･ 庭球を取り上げている 23）．














































































































を と お し て 共 通 し て い る 内 容 を 見 る と，	

























































































唐手 空手 からて 空手界 空手部 スポーツ スポーツ空手 国際スポーツ 平和的スポーツ 世界的スポーツ
第 1 巻第 1 号（創刊号） 30 1 20
第 1 巻第 2･3 号 10 37 2
第 1 巻第 4･5 号 69 4 21
第 1 巻第 6･7･ ８号 30 3 24
第 1 巻第 9･10 号 78 2 8 12 3 2 2
第 1 巻第 11･12 号 9 16 9 5 2 1
第 2 巻第 1 号 3 17 2 11 8 1
第 2 巻第 2 号 89 6 14 7 2 1 1
第 2 巻第３･ ４号 25 4
第 2 巻第５･ ６号 63 1 21 5
第 2 巻第７号 1 22 16 4 1 1






道流を空手の 4 大流派として認めた．4 大流派は，
寸止めルールで，突きや蹴りをコントロールし，
体にコンタクト（接触）する直前でとめることを





























































設立年 大学名 流派 師範
大正 12 年 慶応義塾大学 松濤館流 船越義珍
昭和 6 年 早稲田大学 松濤館流 船越義珍
昭和 7 年 東洋大学 修道館 遠山寛賢
昭和 7 年 日本大学 和道流 大塚博則
松濤館流 山田辰雄
昭和 13 年 明治大学 和道流 大塚博紀
昭和 14 年 中央大学 松濤館流 廣西元信
昭和 17 年 日本大学歯科 日本拳法 山田辰雄






























年 Vol. No. pg. 図 形・技名 分類 備考＊ 年 Vol. No. pg. 図 形・技名 分類 備考＊
1946 1 創刊号 10 1 拳の握り方
拳の握り方と突き方 A
1947 1 11.12 5 1 上段突きの練習方法
実際的基礎練習法（二） A
11 イ 平拳 5 5 下段突きの練習方法
11 ロ 裏拳 6 6 追突きの練習方法
12 ハ 拳槌 7 12 正面蹴込の練習方法
12 二 貫手 11 31 掻き分けの基礎と応用
護身術的組手の研究（五） B12 ホ 手刀 11 34 八字受け
12 ヘ 一本拳 12 35 沸落とし
1946 1 2.3 27 1 外受けの基礎
護身術的組手の研究 B
1948 2 1 11 15 正面中段突き
実際的基礎練習方法（三） A
29 2.3 小指側で受ける方法 16 正面蹴り
31 4 腕全体で受ける方法 11 17 横蹴り




39 ナイハンチ立ち 13 24 上足底で蹴る方法
39 猫足立 1948 2 2 7 25.26.27.28 内受け
実際的基礎練習法（四） A
39 前屈立ち
41 後屈立ち 8 31 蹴退り
42 蹴放 32.33 蹴退りの要領
43 蹴込 14 打ち落とし
護身術的組手の研究（七） B
43 蹴上 57 表技の基礎
44 横蹴り 58 裏技の基礎
45 膝槌 59.60.61 打ち落としの応用
45 踵槌 15 64 すくい受け
1947 1 4.5 16 1 内受の基礎
護身術的組手の研究 B
表技の基礎
17 2 内受けの応用 裏技の応用
1947 1 6.7.8 5 突き
理想的基本鍛錬法（二） A
1948 2 3.4 7 34 その場蹴放し
実際的基礎練習方法（五） A5 蹴り 8 37 回し蹴り
6 飛蹴り 41.42 飛び蹴り
6 二段蹴り 12 64 すくい受けの応用
護身術的組手の研究（八） B




7 2 双立て猿臂 69 打拂の応用
8 3 横猿臂 1948 2 5・６ 12 77 すくい上げ
護身術的組手の研究（九） B
8 双横猿臂 12 77 表技の基礎
8 4 捻り横猿臂 12 78 裏技の基礎
8 6 捻り横後猿臂 13 79 すくい上げの応用
8 7.8.9 前猿臂 15 43 二段蹴り 実際的基礎練習方法（六） A
9 10 後猿臂 1948 2 7 9 50 四面蹴り 実際的基礎練習方法（七） A





12 17 上段受けの応用 13 裏技の基礎
13 19 手刀受けの基礎と応用 13 受留の応用
13 18 蹴の受と拂の基礎 14 91 横打
1947 1 9.10. 10 3 正面中段突き
実際的基礎練習方法 A
14 92 表技の応用




















































いのは，	『KARATEDO	空手道	第 2 巻第 2 号』




















DO　空手道，	第 2 巻第 2 号，	1948』『SPORTS	





















（4）	『SPORTS	 空 手 』 第 1 巻 第 9･10 号，	p.15，	
1947.
（5）	『KARATEDO	 空手道』第 1 巻第 11･12 号，	
p.14，1947.















1）	「<< 資料 >> 空手道のルールと競技人口」全
日 本 空 手 道 連 盟 ＜ https://www.jkf.ne.jp/
wp-content/themes/jkf-tfif-child/document/
other/for_media_document.pdf ＞（アクセス
日 2019 年 3 月 1 日）
2）	『朝日新聞』1999 年 12 月 10 日夕刊，p.2.


















14）	『SPORT	KARATE	からて』第 1 巻第 1 号（創
刊号），pp.15-16．1946.





18）	『SPORT	KARATE	からて』第 1 巻第 2･3 号，
p.9，1947.








26）	『SPORTS	 空 手 』 第 1 巻 第 9･10 号，	pp.6-9，
1947．
27）	 前掲 26），p.17.






31）	『KARATEDO	 空手道』第 2 巻第 1 号，p.9，
1948.
32）	『KARATEDO	 空手道』第 2 巻第 2 号，pp.2-
6，	1948.
33）	 前掲 32），p.13.
34）	『SPORTS	KARATE	空手道』第 2 巻第 3･4 号，
pp.2-4，	1948.























（受理日：2019 年 5 月 13 日）
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